
主目的 4 17 2

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

団体活動のネットワークの充実と活性化及び女性リーダーの育成・女性の自立を促す。

内容

（手段）

○２５年度実施内容

・男女共同参画週間・国際女性デー名画鑑賞会を開催した。

・女性相談事業として第5を除く毎週水曜日と第1･3金曜日に女性相談室を実施した。また、

市民・団体等による協働提案事業として電話による女性相談事業を毎週月曜日と第5水・金

曜日に開設した。

・女性の社会参加を支援するためのパソコン講座として、就労支援パソコン講座、キャリア

アップパソコン講座を実施した。

・職員は、ウィメンズネットこまきなど女性団体の育成・指導を行い、名画鑑賞会など市民の

意識高揚につながる事業の企画、広報活動、事業運営を行った。

　　【直接経費の内訳】

　　　講師謝礼（440千円）                    　　女性相談室相談員謝礼（1,880千円）

　　　旅費（78千円）                            　 　団体交流室消耗図書（67千円）

　　　女性活動推進事業委託（606千円）　　 女性相談協働事業委託（1,076千円）

　　　団体交流室用パソコン借上（140千円）　映画フィルム・映写機借上（682千円）
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Ｈ23決算額

7,0995,544 6,014直接経費

0.20

　　　団体交流室用パソコン借上（140千円）　映画フィルム・映写機借上（682千円）

　　　団体交流室用DVD購入（95千円）　　　　女性の会補助金（950千円）

◎２６年度実施内容

・市民・団体等による協働提案事業として電話による女性相談事業を夜間にも行う。

そのほかは、25年度と同様に実施する。

　　【直接経費の内訳】

　　　講師謝礼（556千円）                    　　　女性相談室相談員謝礼（1,920千円）

　　　旅費（163千円）                            　 　団体交流室消耗図書（70千円）

　　　女性活動推進事業委託（700千円）　　　　女性相談協働事業委託（1,697千円）

　　　団体交流室用パソコン借上（143千円）　　映画フィルム・映写機借上（800千円）

　　　団体交流室用DVD購入（100千円）　　　　女性の会補助金（950千円）
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事業の

達成状況

・女性団体活動は、主体的にさまざまな事業を実施しているが、ウィメンズネット加入団体は減

少傾向である。

・女性相談室のほか、市民・団体等による協働提案事業として電話による女性相談事業を実施

した結果、目標値を上回る多くの相談件数に対応することができた。

・男女共同参画週間・国際女性デーに名画鑑賞会を実施し、目標に近い入場者に意識啓発を

行うことができた。
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賞会

女性団体構成員の高齢化。

まだ悩みを抱えている多くの女性がいる思われるので、さらに相談体制を充実させる

必要がある
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一次評価のとおり。

講座開催事業については、25年度に実施した経営分析の結果を基に改善

に取組むこと。

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持

方向性の判定 判　定　理　由

判定理由

男女共同参画推進のための女性リーダーの育成・女性の自立を促進することができ

ない。

施施施施

結結結結

果果果果

維　持

市民・団体等による協働提案事業として電話による女性相談事業を金曜日夜間にも

開設する。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

女性団体のネットワークは県内でも珍しく、男女共同参画社会をめざして市独自の展

開をしている。

今後も引き続き、女性団体の育成・指導を行い、市民の意識高揚につながる事業の

企画立案が必要であるため維持と判断する。
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２７年度以降

の改善案

ネットワークの活動内容は年々スキルアップし充実したものとなっているが、女性団体

の高齢化は否めないため、今後は女性団体のさらなる活性化を図る。


